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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・SSTと精神療法について

　WIZの個人ID→SST→病棟選択（北病棟）→患者様名が出ますので、やった日付にチェックを付けて下さい。SSTの最終日（短期目標評価日）に確認を選択して下さい。

精神療法もSST同様に月末の最後の週に診察についたスタッフが確認を選択して下さい。

　※確認を選択すると医事にデータが届き、請求となります。

・日用品について

　用紙は200枚以下になったら、発注をして下さい。今後、必要枚数を取りに行く方法に変更となるかもしれません。決まり次第お知らせします。

・日誌について

　異常値の際と暴力行為、注目がみられた場面は、赤でアンダーラインを引いて下さい。又、動静の感染報告で、朝7時の時点の発熱者の人数を入力して下さい。嘔吐の患者様は、前日からのカウントでお願いします。日誌の綴じ込みは2ヶ月分となります。6月の第3週目に外し、上口JGMが管理していきます。

・リーダー業務について、サイン漏れやカンファレンス等の確認漏れがないように、確実におこなっていきましょう。

・能力開発カードの面接が終了しました。松橋SGMよりメールが送られているスタッフは、データを再度送って下さい。

・業務改善について

　深夜スタッフは、本日より薬チェックや外出泊の準備をして下さい。服薬ボードを確認しなくなるようであれば、日勤帯スタッフに声掛けていきましょう。

・風邪が流行ってきています。手洗い・うがいを徹底にしておこなうよう声掛けしていきましょう。

＜患者様情報＞
・滝沢　久江様～最近、頭皮垢が目立つとの事で本人用にシャンプーブラシを購入したので、入浴の見守りの際、使用状況の観察をしていきましょう。また、本人の肌質に合わないのか、メリットを使用するようになってから頭皮垢が目立つようになったと思うので、昨日妹様にも説明をして、エッセンシャルのシャンプーを購入したので、使用状況・皮膚状況の観察していきましょう。

・田名部　浩平様～以前の検査結果があるとの事で、心理検査は行わないとの事です。

・古川　富蔵様～本日夕でPL飲みきり止めとなっています。

・山田　隆雄様～本日各プログラム欠席となっています。倦怠感持続し、咳嗽気かれている事から、主治医へ報告しています。葛根湯　食後と就床前1回分処方となっています。お湯に溶かして服用となります。

・三上　勇様～昨日の準夜より、38度台の発熱あり、当直医の呂Drへ報告後、就床前と本日の朝と2回分クラビットが処方となっていた。風邪症状持続し、主治医不在の為、田名部Drへ報告しています。本日夕より、クラビット（抗生剤）（500）1×夕食後/2T継続で処方受けています。

＜受け持ち患者様NCP評価＞
・津嶋　イチ子様～♯1：ベッドの周囲の乱雑である。

　　　　　　　　　目標：自床周囲の整理整頓をでき、綺麗な状態を維持出来る。

　　　　　　　　　評価：普段閉まっていても良いものを床頭台に出してたり、衣類のしまい方に乱雑がある為、引き続き声掛けし関わっていく。引き続き♯1を継続していく。

＜週間予定＞
6（月）　BMI

7（火）　モップ付け

　　　　 スピール膏貼り（木村義重様）

8（水）　リネン交換（毛布）

9（木）　皮膚科診察

10（金）　歯科診察

　　　　  家族面談（井上和美様）

　　　　　疎遠家族締め切り

12（日）　床屋（滝沢久江様）

＜袴田　将志様　事故報告・検討＞
6月6日（土）17時30分に突然スタッフオフィスへ侵入し、持っていたフォークで男性スタッフの左胸上部を刺そうとする。自室へ戻る本人を追いかけ、理由を尋ねるも、返答なし。床頭台へ持っていたフォークを投げ捨てた為、フォークを没収する。当直医へ報告する。
【発生時に考えられる、事故に至った原因】
・以前より、妄想に左右され、突発的に暴力行為に至る経緯のある患者様であり、暴力行為に対する予測が不十分である。
・病棟の持性上、フォーク等の危険物が比較的容易に手に入る環境だと言う事へのスタッフの意識不足。
・患者様に対する情報の共有不足。
※必ず前兆があります（不満等含め）。変薬した際に、症状に左右される事をふまえて関わっていかなければなりません。

【今後の対策】

・詰所を常に開放していてよいのか。
・本人への関わり方。（本人の気持ちに沿って）
・本人の話を聞く時間を持つ。

・本人へ話し掛けをし、関わっていくべきだった。

・症状の変化に気付き相談を持ちかける。
※明日も引き続き今後の対策について再度検討していきます。スタッフは観察の仕方や対処の仕方を考えていき、スタッフ側の原因を視野にいれて考えていきましょう。






















